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地域連携 管理料３算定に向けた取り組み

日 時 2026年9月13日(日)  8:50～10:20

会 場 第3会場（2F メインホールB）

座 長 鶴上 浩（鶴上整形外科リウマチ科）

金藤 直樹（きんとう整形外科クリニック）

セッション概要

維持期の治療継続を評価する二次性骨折予防継続管理料3が診療所で算定されにくい現状を、全

国統計や県単位のレセプトデータ、地域連携パス、開業医・在宅医療の実践から検証し、急性期

病院からかかりつけ医と整形外科診療所へつなぐ維持期地域連携の構築策を共有するセッション

である。

演題プログラム

3-SY31-1 二次性骨折予防継続管理料3算定の課題～急性期完結型からかかりつけ医を含めた維持期地域

連携へ～
鶴上 浩（鶴上整形外科リウマチ科）

全国統計と熊本県玉名市の自院データから、管理料3の算定が急性期病院に偏る実態と維持期の薬剤選択・連携

の課題を示す。

3-SY31-2 二次性骨折予防管理料3の現状と診療所の役割―山口県におけるレセプトデータから
豊田 耕一郎（とよた整形外科クリニック）

山口県国保のレセプトデータで大腿骨近位部骨折手術と管理料1-3の算定推移を解析し、診療所での算定が伸び

悩む現状を示す。

3-SY31-3 佐賀県における二次性骨折予防管理料３算定体制の構築― 大腿骨近位部骨折地域連携パスを基

盤とした運用モデル ―
岸川 陽一（岸川整形外科）

地域連携パスに管理料1の算定確認を組み込み、内科も含む診療所での管理料3継続算定とDEXA連携体制の構

築を報告する。

3-SY31-4 病院退職とクリニック開業に伴う骨粗鬆症地域連携の取り組みの変化
津吉 秀樹（つよしクリニック）

病院でのFLS立ち上げと607例の分析結果を示し、開業に伴う業務委譲やOLSへの転換、情報共有の課題を述べ

る。

3-SY31-5 在宅だからこそ見える骨折リスクー地域で支える骨粗鬆症管理ー
山口 正康（山口クリニック）

在宅患者の骨折高リスク要因を整理し、ポータブル骨密度測定器による訪問先での測定と多職種連携による継

続管理を報告する。
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